
カンキツかいよう病のユズでの発病
ユズはこれまでカンキツかいよう病に感染しないとされていたが、

菌の人工接種で宿主となることが確認された

生産地での発病は確認されていない
罹病性のネーブルと比較すると、感染率は低く、菌量も少ない

ユズ幼果での発病

病斑拡大

噴霧接種におけるかいよう病発病状況(松山市伊台）
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○噴霧接種における発病状況(伊台）
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○果実洗浄による菌の回収結果（伊台）
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